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韓国の外国人労働者政策の展開とその背景
春 木 　 育 美




（2009 年 5 月 1 日現在）に達しており、韓国内の外国人の比率は、住民登録人口 4959 万
人の 2％を超えている。韓国行政安全部の資料によれば、外国人居住者は、1990 年時点で












する制度の内容紹介および運用実態の分析に留まっている（例えば、宣元錫 2002; 呉学殊 
2007; 白井 2007; 金東勲 2008; 宣元錫 2009, 2010; 佐野 2010 など）。
韓国では、外国人労働者政策研究の第一人者であるソル・ドンフンが外国人労働者の人
権問題を提起するなど、先駆的な研究を行ってきた（ソル・ドンフン 1996; 1999; 2002; 
2003; 2004; 2005a; 2005b; 2007; 2010）。韓国における外国人労働者政策研究の主流は、
外国人労働者政策の現状や問題点の分析および改善策の提示に重点を置くものであり（例
えば、イム・ヒョンジンほか 2000; 国家人権委員会 2003; イ・ヘギョン 2007; キム・ナ
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ムイル 2007; キム・ナムギョン 2008; キム・ヨンラン 2008; パク・ギョンテ 2005; ユ・
キルサンほか 2004; ユ・キルサン 2005;  ユン・ソノほか 2005; チョン・ヨンピョンほか 
















まず、1984 年 11 月、中国籍で韓国内に親族がいる朝鮮族に対して、6 か月間の在留が可


















～ 8 倍になる。国別にみると、ベトナム約 8.1 倍、中国約 7.0 倍、インドネシア約 4.6 倍、

















人労働者輸入不可避論」が強く主張されるようになった（『朝鮮日報』1991 年 12 月 10 日）。
これに対し、学界や労働組合側は、外国人労働者の受け入れは「時期尚早」として異議を唱
えたが、人手不足に苦しむ中小企業からの要求を受容するため、政府は外国人労働力供給策











































韓国内の不法就業者数は、1993 年の約 5 万 5,000 人規模から、97 年には約 14 万 8,000
人、2000 年には約 18 万 9,000 人へと急増している。合法的な滞在資格で入国した研修生
7 万 8994 人のうち、3 万 5,016 人（44％）が研修先企業を離脱し、不法就業者になってい



























2003 年 8 月、「雇用許可制」について定めた「外国人労働者の雇用等に関する法律（外










いし、韓国への投資や高技能労働者の誘致を主目的として、1999 年 9 月に、韓国内での経
済活動に対する規制を緩和する内容の「在外同胞の出入国と法的地位に関する法律（在外同
胞法）」を制定した。







2007 年 3 月には、さらに韓国系外国人の就業を優遇する内容の「訪問就業制」が実施さ

















統計庁の「将来人口推計（2006 年）」によると、韓国の総人口は 2018 年に 4934 万 350
人でピークに達し、総人口は 2020 年に 4932 万 5689 人、2030 年に 4863 万 4571 人、
2040 年に 4434 万 3017 人、2050 年に 4234 万 2769 人にまで減少すると予測されている。
さらに、急速な高齢化と少子化現象により生産年齢人口の減少と年齢構成の変化がおきる
が、それが生産性の低下や貯蓄および投資の減少を招き、潜在成長率は 2005 年の 4 ～ 5％
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The Development and Background of Foreign 
Worker Policies in South Korea
HARUKI Ikumi
Abstract
The currency crisis in 1997 transformed foreign worker policies in South Ko-
rea. The government adopted a wide range of measures in order to escape from the 
unprecedented depression.  The implementation of “the employment permit system 
for foreign workers” in 2004 and “the visiting employment system” in 2007 dramati-
cally changed its stance on foreign worker policies in South Korea.  Even though strict 
regulations were imposed on unskilled foreign workers, it was relaxed by opening the 
way for full-time positions with certain limitations.  The considerable change in which 
Korea legitimately accepted unskilled foreign workers, not as trainees, occurred due 
to the severe deficiency of workers in small businesses, rapid decline in birthrate, and 
aging of society.  Thus, there was an increasing concern for further labor shortage in 
the future.
